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WinterChallengeWG長マテリアルエ学科安藤新二

１．緒言

WinterChaUengeはもの．クリChallengeに引

きつづき，学生の自主的なものづくり活動として実施

したもの・クリChallengeは「アイディア部門」

と「製作部門」の２つで実施したが，このWinter

Challengeは具体的なものづくりを主題として実施し

た前回と同様に，募集テーマを設定し本年度は以

下のテーマとした．

募集テーマ：「あかり」

日々の生活に彩りを添える「あかり」を考える。

「あかり」から放たれる「ひかり」によって、日常の

なにげない「空間」やある「瞬間」に楽しみや幸せ、

興奮を感じるようなちょっとした仕掛けを考え,形(も

の）にする．

今回の応募件数は合計２０件で，内訳は，物質生命

化学科２件，マテリアルエ学科，知能生産マテリア

ル系計１４件，知能生産機械系３件，数理情報システ

ム1件であった．

昨年度は，審査会を４月に実施したため作品を学生

や教職員に公開する期間を十分に取れなかったため，

本年度はスケジュールを早め，また１次審査を公開形

式による投票方式とした会場は２号館1階ロビーで

実施し，審査委員（ものづくり委員会委員）３票，￣

般審査委員（教職員および学生）ｌ票で評価した．審

査委員１２名，一般審査委員１７１名で投票した結果

上位５作品を選出した．

ＷｌＮＴＥＲ
ＨＡＬＬＥＮＧＥ

２００７
１月３１日作品狸出期限２月Ｚ８Ｂ

Ｃ

Ｂ、区百四囮

ＴＨＥＭＥ

あか１つ
日々の生活に彩りを添える「あかり」を考える。

民マロｑＵＩＢかリノからI出た、＠℃灯りH上ずて．、価の、1GＭＢし、五浬 ｡．あら；■ヨ」［■いいや□ぜ･

Ｈ■そ囚囮らりどＩあかＵ」陛山Ｔ凸1.画仏与１４」

ＩＭＷＵＢ１弓皿ﾄ：ESら▼あがり

･唾汪伊ＶＢ些引

しの)'二Ｔ呂

一織議憲一－１蕊鴬

、蕊ルーーョi團鯵一旦｡Ⅶ玉の1t■やロ的の企ｍＬ便う■明色と

｡Ｚかりfﾅ⑨つじかDJfのしのsFuU己イルＲムーシ■ソ．、角川守 且

えろ）
J,ﾛ(テレビやディスプレイＬ８ＧｈＯ体ひしかりGばつ■かＵと■

｡、■・ザイン

｡｡かり■征ったｱｰﾄ□２

図２２号館ロビーにおける１次審査会の様子
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これらの５作品については，最終審査会において１

作品約１０分のプレゼンテーションおよび質疑を行い

審査員（11名）により評価した．評価項目は以下の

通りである．

・作品製作目的・着眼点

・アイディア・独創性

・作品の完成度・製作技術

・作品説明の判りやすさ

について各５点満点で評価し合計点で順位づけした

この内，総合計の最も高いものを最優秀賞（1件)，

最優秀賞を除いたうち，「着眼点十独創性」の得点の

最も高いもの，および製作技術の得点の最も高いもの

を優秀賞（各１件）選出し，残りは入賞とした入選

また参加者には，作品製作費として１件につき２万

円まで補助することとした．

２．実施概要

実施スケジュールは以下のとおりである．

１月１１日ポスター配付，受付開始

１月３１日参加申込締切（２月１９日まで延長）

２月２８日１６:００‐作品受付２１１教室

３月1日10:00-14001次審査開始

１４３０１次審査結果発表

３月２日１０:10-10:５５最終審査会２１１教室

（ものづくり教育授業改善成果報告会と併催）

１２:００審査結果発表および表彰式
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作品は以下の通りである

・最優秀賞「グルグルアース」

代表数理情報システムエ学科３年岩丸晃大

・優秀賞（製作技術）「木漏れ灯」

代表物質生命化学科４年熊丸章

・優秀賞（独創性）「化学ｄｅランプ～あかり。ｅ癒や

し～」代表物質生命化学科４年飯野久朗

・入賞「星時計」

代表知能生産システムエ学科マテリアル系

２年木下優

・入賞「Hower」

マテリアルエ学科１年吉元さゆり

入選作品には賞状と，以下の副賞を授与した．

最優秀賞スケッチブック大十ペン

優秀賞スケッチブック小十ペン

入賞ペン

検討課題としては，参加件数が２０件と昨年より若

干減っており，また参加学科に偏りがあったこれは

テーマ発表から作品締切までの期間が短かったため，

学科によっては製作時間が取りづらいために参加でき

なかったのではないかと考えられる．

このような作品製作には，時間を要することから，

ものクリChallengeも含めて，構想を練ったり製作

する時間を十分取れるようなスケジュールを考える必

要があると言える．

３．改善点および検討課題

改善された点として，審査会を３月初旬に実施で

きたこと，また公開形式としたことからから，多くの

学生や教職員への認知度が高まった．また１次審査会

において，参加した学生同士で，作品製作に関して意

見交換を行っている様子が見られた点は良い点と思わ 図５優秀賞「化学。ｅランプ～あかりｄｅ癒やし～」
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図３最終審査会での発表「木漏れ灯」（優秀賞）
図６入賞「星時計」
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図４最優秀作品「グルグルアース」
図７入賞「Hower」
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